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X線分光撮像衛星XRISMに搭載する軟X線撮像装置Xtendは、X線望遠鏡 (XMA)とX線CCD検出器 (SXI)
からなる。SXIは、4秒の露光でCCD全面を読み出す Normal modeに加え、明るい天体を観測する際には、CCD
の 8分の 1領域を 0.5秒の露光で読み出す 1/8 Window modeで駆動する。我々は SXIのフライト品による地上試
験データを用いて、これら 2つの撮像モードによる X 線検出率を調査した。その結果、Normal modeの方が 1/8
Window modeよりX線検出率が最大 3%低いことがわかった。一方、非X線イベントの割合は、Normal mode
の方が 1/8 Window modeより最大 3%高かった。Normal modeでは、1 回の撮像時間中に、複数のX線光子が
隣接するピクセルに入射し、非X線イベント（パイルアップイベント）と判定された可能性がある。実際Normal
mode で、非X線と判定されたイベントの周囲 5×5ピクセルのスペクトルを解析すると、X 線イベントの整数倍
の波高値を持つピークが見られ、パイルアップイベントとして判定されていることが確認できた。


